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Chor ( k) = 0 の 場合 に

、

Rd(X ) が X の

「

双対
」| ア

こ鼗 多様体 T と 自然 に 同型 で ある こと

oze.pro#LERc0(X)HTiL=L
for da EX|

_

E) が L = が L の が L a ×××

[Prof )

ddmee
「
m
'
L re が L の が L

」

⇐)| 「

M に がし め で姿な袋 家 trivial 」
一、

M | (×× {d )
① (TEX )

に)) 日月 る か

に) See - Saw than より
、

ヨ N E Rc ( X) st . M = だ N

Mls。3 × × = (PSN )に、 × ×
= N が trivial

.

i. M trivial
,

•



一方
、 Mk , ×× こ だ し め じ = 0×| M 1 × ×n = TEL い

ミ、

「

m
' L = が L の が L on X × X 」

E)
「

で L = L for d a EX
」

「
LE Pio( X) 」 E)

「
TEL = L t d に EX」

は Rc °( X ) の 定数
、

口

Pwpt
L E Rc 0 ( X ) なら

、

US i Scheme
,| とiiil ン ならではの に対し

、

一、

t

EPS ) ( prop 8 . 1 ) より
、

「 LE REM 」 ⇐」
「
m
'
L こがし め がし 」

(t.gl や X 7 8 15 )

S uses X × X -mnt X > f(s) +8 (S)

f. lcr (t sい ない X ヲ fcs)

が' L の が じ の が じ に 0 ××× ) を (f, 8 ) で 引き戻す と
、

たけ.tn?(f+gYL@ がじ の 8 じ に Os ) ロ= (f, 81%mt



L ( こ ( 1 + (一日 )は L = 0×
'

L = 0×

Pwpt
こい

L LE Rd ( x ) ⇒ n ! しこ じ
,

as]

n = 1 の とき 明らか
、

n = k を 仮定 して
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P ) を 考える と
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と し
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。
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.
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よ、て
、
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となる よう に I と Rc
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、

P は 心 を きたす こと が 分かる
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Pl 。 × i
=

K いい/がい
だっ た

、

つまり
、

Kh。 3 × × こ じい x X を

( 1 × × K (4 0 ) で Co) × × is じい × ×

ll と

( X , n ) Its (X.ata)

で 割っ た もの が Plmxで

こ、 Pls。3 × i こ じ (0) x Xka = じい x が

つまり Pls。3 × I は trivial



(iii) について
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与え られた S .
K について

、
X × S × T a held

.

E = が ( K) の 間 ( かり

を 考える 、

E - PICK) の が ( Pリ
t

× × s × I
K p. .

P
t d が3 t

× × S X × I

この とき
、

E |
× 心の

こ Ks Rt
.

S × I の 部分 集合

P = 1 ( s.tn ) E Sx I I El
× × isas

trivial )

は
、

See - Saw ihm
. より S × I の Zariski 閉集合

、

ここで 、

「 El × × [ s ,as が trivial
」

G)
「
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ゆえに 、 P は ( 集合 として の ) 写像

f i S vs X

4 U

S less a

の グラフ
、

特に
、
射影

p. : P vs S

は 集合 と して 全 単射
、

今 、
Chor ( k) = 0 なので

、
P と S は 双有理同値

、

thnensnerenrener (1 )

また
、
S が 正規代数多様体 なので、

Zahski の 主 定理 ( Z MT) により
、

P と S は

代数的 様体 として 同型
、

( n : P → S )

p. i P → I と する と
、

ftp.o が とい f i S → I は 代数多様体

の 間 の 射 を 定める 。

See - Saw t.hn
、

とから
、

(比 1) が 従う
口

(
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[ ZMT の 部分 補足]

射影 p 、
i P is S について

集合 と して 全単射 なので
、

分離 次数 1
.

1 #脈にり

Chalk) = 0 より
、

des (R ) - 1
.

とくに 双有理 同値
、

( ki 完全体 i . e . .
どんな 代数拡大も 分離的 )

ここで 、

ZMT は
、

Thm (ZMT ) ( Milne AG 8. 1 6 )

代数的

_

櫳 間 の 任意 の 準 有限 射

4 i W → V

YY : 鱲め 込み

として
、

4
'

www.sv
_

と 分社 する
。

4 i W - V の fiber が すべて 有限 の とき
.( 4 は quasi - finite という

。

)



Gr (州エ
4 : IN - V i 既約 な 代数多様体 の 間 の

双 有理 射 とする

Y など :: 翠龍射

なら
、

4 は V の Open SubSet と W と の 同型

一、

を 与える 、


